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2022年度（2022年７月～2023年６月）
ユニオンカレッジ開催計画

種　目
第15回

第25回

ソフトボール大会

ゴルフ大会

開 催 日
2022年5月

2023年6月

準備開催地本
大阪地本

福岡地本

【2022　年度中央本部レクリエーション開催計画】

ログインID：社員番号
パスワード：生年月日
（例：19800999）

QRコードを読み取るとJR西労組組合員専用ログインページに移ります。

オンライン研修システムを
活用しよう!!

 

「友だち追加」から
「ＩＤ検索」
または「ＱＲコード」
で登録！
@dzc0159s 新規登録受付中

JR西労組

　　　 日　時　2022年9月16日（金）14時～9月17日（土）16時
　　　 場  所　友愛の丘

　　　 日　時　2022年12月16日（金）13時30分～17日（土）14時
　　　 場  所　琵琶湖コンファレンスセンター

　　　 日　時　2023年5月12日（金）14時～13日（土）14時
　　　 場  所　友愛の丘

　　　 日　時　2023年2月17日（金）13時30分～18日（土）14時
　　　 場  所　琵琶湖コンファレンスセンター

　　　 日　時　2023年4月22日（土）11時～18時
　　　 場  所　未定（大阪市内）

　　　 日　時　2023年6月16日（金）13時30分～17日（土）14時
　　　 場  所　琵琶湖コンファレンスセンター

第200期  教育（ユニオン）エキスパートコース

第201期  オルガナイザー養成コース

第202期  女性役員コース

第203期  安全衛生委員会実践コース

第204期  役員実践コース

第１回

第2回

柿本議員を激励

大
伴
議
員
を
激
励

　

中
央
本
部
は
、９
月
13
日（
火
）、

北
梅
田
研
修
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に

お
い
て
、「
第
１
回
組
織
対
策
会

議
」を
開
催
し
た
。各
地
本・総
支

部
の
書
記
長
、組
織
部
長
な
ど
、総

勢
21
名
が
出
席
し
、コロ
ナ
禍
に
お

け
る
社
会
変
容
を
見
据
え
た
組

織
の
充
実・強
化
に
向
け
、様
々
な

課
題
に
対
し
て
議
論
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、中
央
本
部
を
代
表
し
て
、

上
村
執
行
委
員
長
が
、離
職
者
防

止
に
向
け
た
取
り
組
み
、コ
ロ
ナ
禍

に
入
社
し
た
新
入
組
合
員
、シ
ニ
ア

社
員
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
の
大
切
さ
、北

労
組
や
貨
物
鉄
産
労
で
の
組
織
拡

大
や
東
労
組
の
情
勢
な
ど
に
つ
い

て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、石
田
原
組
織
部
長

か
ら
、他
労
組
の
情
勢
、Ｊ
Ｒ
連

合
民
主
化
闘
争
支
援
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
、組
織
の
拡
大・充

実・強
化
の
取
り
組
み
方
針
が

提
起
さ
れ
た
。

　

特
に
、組
織
拡
大
の
取
り
組

み
と
し
て
、分
会
活
動
を
中
心

と
し
た
、き
め
細
や
か
な
世
話

役
活
動
の
強
化
を
行
い
、そ
の
た

め
に
Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
の
成
果

や
取
り
組
み
の
迅
速
な
周
知・伝

達
や
、各
地
本・総
支
部
と
と
も
に
、

本
部
オ
ル
グ
を
実
施
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
、２
０
２
３
年
度
採
用

者
、中
途
採
用
者
の
組
織
化
、シ
ニ

ア・シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
組
合
員
の
継

続
加
入
、出
向
組
合
員
に
対
す
る

フ
ォ
ロ
ー
、女
性
組
合
員
の
活
動
へ

の
参
画
と
女
性
役
員
の
育
成
、間

接
部
門
の
活
動
の
充
実
、青
年
女

性
員
会
の
取
り
組
み
に
つい
て
、今

年
度
の
取
り
組
み
方
針
の
確
認
が

な
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
各
地
本・総
支

部
か
ら
、他
労
組
の
動
向
、組
織
拡

大
目
標
が
報
告
さ
れ
た
。今
年
度

も
組
織
の
強
化・拡
大
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

大
伴
る
い
議
員（
長
岡
京
市
議

会
）が
、９
月
２
日（
金
）に
開
か
れ

た
、令
和
４
年
第
４
回
定
例
会一般

質
問
に
お
い
て
、
公
共
交
通
の
利

用
促
進
に
つ
い
て
地
域
の
課
題
を

訴
え
た
。京
都
地
方
本
部
は
、滋

賀
支
部
、京
都
支
部
と
と
も
に
傍

聴
行
動
を
行
い
、大
伴
議
員
を
激

励
し
た
。

　

大
伴
議
員
は
発
言
の
中
で
、公

共
交
通
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
、

「
子
供
の
社
会
性
の
向
上
や
地
域

公
共
交
通
の
理
解
度
向
上
に
向
け

た
交
通
学
習
会
を
実
施
す
る
こ
と

で
、子
供
の
頃
か
ら
公
共
交
通
に

慣
れ
親
し
み
、マ
イ
カ
ー
依
存
型
か

ら
公
共
交
通
へ
利
用
転
換
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
提
言
し
た
。

　

さ
ら
に「
公
共
交
通
が
衰
退
し
、

交
通
弱
者
が
急
増
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、公
共
交
通
事
業
者
に
対

し
継
続
的
な
支
援
が
必
要
で
あ

る
」と
訴
え
た
。

　

中
小
路
市
長
か
ら
、「
交
通
マ

ナ
ー
の
醸
成
や
公
共
交
通
の
理
解

を
高
め
る
た
め
に
、
幼
少
期
か
ら

公
共
交
通
に
慣
れ
親
し
む
こ
と
は

大
切
で
あ
り
、交
通
事
業
者
や
学

校
な
ど
と
対
応
を
検
討
し
て
き
た

い
」と
の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　

柿
本
忠
則
議
員（
広
島
県
議

会
）が
、９
月
20
日（
火
）に
開
か
れ

た
、令
和
４
年
９
月
定
例
会
一
般

質
問
に
お
い
て
、ロ
ー
カ
ル
線
等
に
つ

い
て
地
域
の
課
題
を
訴
え
た
。広

島
地
方
本
部
は
、広
島
病
院
支

部
、中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
方
本
部
、広

島
第
一
支
部
と
と
も
に
傍
聴
行
動

を
行
い
、柿
本
議
員
を
激
励
し
た
。

　

柿
本
議
員
は
発
言
の
中
で
、地
域

公
共
交
通
に
つ
い
て「
ロ
ー
カ
ル
線

に
対
し
て
、今
ま
で
広
島
県
と
し

て
、ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
の
か
、ま
た
、今
後
、広
島
県

が
果
た
す
べ
き
大
き
な
役
割
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
い
る
の

か
」、医
療
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

「
県
立
病
院
と
Ｊ
Ｒ
広
島
病
院
の

統
合
案
に
つい
て
、医
療
従
事
者
が

働
き
や
す
い
、力
あ
る
新
病
院
と

す
る
こ
と
」と
提
言
し
た
。

　

湯
崎
知
事
か
ら
は
、「
利
便
性

が
高
く
持
続
可
能
な
地
域
交
通

が
確
保
さ
れ
、さ
ら
に
、そ
れ
が
沿

線
地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
、国
の
支
援
も
求
め
な
が

ら
、地
元
自
治
体
や
交
通
事
業
者

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
の
回
答
を
、病
院
の
統
合
に
つい

て
も
、「
統
合
前
か
ら
の
人
事
交
流

に
よ
り
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
取

り
や
す
い
信
頼
関
係
を
築
き
、全

て
の
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
や
り
が
い
を

持
ち
な
が
ら
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
」と
の
回
答
を

引
き
出
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、引
き
続
き
組

織
内
議
員
と
連
携
を
図
り
、地
域

の
課
題
や
公
共
交
通
の
あ
り
方
な

ど
幅
広
く
訴
え
て
い
き
、力
強
く

活
動
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

　

今
年
度
も
、機
関
紙
や
組
織・業

務・春
闘
各
ニュ
ー
ス
、ホ
ー
ムペ
ー
ジ

を
通
じ
て
、「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
の

見
え
る
化
」を
更
に
推
進
す
る
こ

と
に
、組
合
員
に
よ
り
親
し
ま
れ

る
内
容
と
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

機
関
紙
に
お
い
て
は
、「
ロマ
ン
は

実
を
結
ぶ
」「
女
性
役
員
ひ
と
つ
な

ぎ
」は
連
載
を
継
続
し
、各
地
本・

総
支
部
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
記
事
を

積
極
的
に
掲
載
す
る
こ
と
で
、Ｊ

Ｒ
西
労
組
運
動
を
よ
り
身
近
な
も

の
に
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
度
の
取
り
組
み
と

し
て
、
来
年
の
統
一
地
方
選
挙
に

向
け
て
組
合
員
の
政
治
に
対
す
る

意
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、Ｊ
Ｒ

西
労
組
議
員
団
会
議
に
所
属
す

る
議
員
の
紹
介
記
事
を
連
載
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

　

ま
た
、支
部・分
会
で
の
機
関
紙

の
積
極
的
な
発
行
を
要
請
す
る
と

と
も
に
、今
年
度
も
機
関
紙
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

　

そ
し
て
、J
R
西
労
組
の
情
勢

を
速
報
す
る
ツ
ー
ル
と
な
って
い
る

J
R
西
労
組
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て
、

今
年
度
は
組
合
員
数
の
25
％
で
あ

る
約
７
０
０
０
名
を
目
標
数
に
設

定
し
、目
標
達
成
に
向
け
登
録
促

進
を
図
る
こ
と
を
要
請
し
た
。

　

文
化・レ
ク
活
動
に
つい
て
は
、趣

味
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
組
合
員

相
互
の
親
睦
を
深
め
る
取
り
組
み

と
し
て
、引
き
続
き
感
染
拡
大
防

止
を
図
り
、経
費
節
減
に
努
め
た

う
え
で
、活
動
を
進
め
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

文
化・文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
、写
真
部
門
、

川
柳
、標
語
部
門
と
、そ
の
他
作
品

部
門
に
ポ
ス
タ
ー・プ
ラ
カ
ー
ド・

シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー・４
コマ
ま
ん
が

の
募
集
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
活
動
に
つい
て

は
、こ
の
２
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、本

部
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、今
年
度
は
、３
密
を

避
け
感
染
対
策
の
取
り
や
す
い

屋
外
で
の
種
目（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
、ゴ
ル
フ
大
会
等
）を
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、コロ
ナ
禍
の
終
息
が
見

通
せ
ず
、中
央
本
部
大
会
の
開

催
が
難
し
く
な
る
可
能
性
も

あ
る
中
、地
本・総
支
部・支
部・

分
会
単
位
で
、種
目
や
開
催
形

態
を
工
夫
し
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
を
要

請
し
た
。

　

そ
し
て
、「
第
26
回
Ｊ
Ｒ
京
都

駅
ビ
ル
大
階
段
駈
け
上
が
り
大

会
」に
つい
て
は
、開
催
規
模
や
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
う
え

で
、２
０
２
３
年
２
月
25
日（
土
）

に
、３
年
ぶ
り
に
開
催
が
出
来
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

　　

昨
年
度
の
中
央
本
部
主
催「
ユ

ニ
オ
ン
カ
レッ
ジ
」は
、感
染
症
対
策

を
講
じ
た
会
場
で
６
コ
ー
ス
と
、２

０
２
０
年
度
か
ら
延
期
と
な
って
い

た「
第
２
回
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
養
成

コ
ー
ス
」を
、対
面
式
で
開
催
し
た
。

　

今
年
度
に
つい
て
も
、ユニ
オ
ン
カ

レ
ッ
ジ
は
、コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策
を

十
分
に
とっ
た
う
え
で
、受
講
生
同

士
が
交
流
で
き
る
、対
面
に
よ
る

形
で
開
催
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
、将
来
の
J
R
西
労
組
を
担
う

役
員
の
育
成
を
目
的
と
し
た「
オ

ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
養
成
コ
ー
ス
」と
、中

堅
役
員
向
け
の「
役
員
実
践
コ
ー

ス
」、対
象
の
役
員
育
成
を
主
眼
に

お
い
た「
安
全
衛
生
委
員
会
実
践

コ
ー
ス
」「
女
性
役
員
コ
ー
ス
」の
各

コ
ー
ス
と
、ユニ
カ
レ
２
０
０
期
の
記

念
コ
ー
ス
と
し
て
、各
地
本・総

支
部
の
組
織
部
長・教
育
部
長

を
対
象
と
し
た「
教
育
エ
キ
ス

パ
ー
ト
コ
ー
ス
」の
開
催
を
確
認

し
た
。

　

ま
た
、本
部
共
催
の
ユニ
オ
ン

ス
ク
ー
ル
と
し
て
、「
新
入
組
合

員
半
年
後
研
修
」、「
Ｌ
Ｍ
層
役

員
研
修
」、隔
年
開
催
の「
分
会

執
行
委
員
長
研
修
」、各
地
本・

総
支
部
主
体
の「
役
員
基
礎

コ
ー
ス
」、「
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
」の

開
催
を
要
請
し
た
。｠

　

一
方
で
、出
向
者
や
休
職
者
も

参
加
で
き
る
よ
う
、オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
教
育
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
、検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、

J
R
西
労
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受

講
で
き
る
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
シ
ス

テ
ム
」を
、組
合
員
へ
周
知
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

　

９
月
13
日（
火
）、北
梅
田
研
修
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
お
い
て
、「
第
１
回
情
宣
委
員
会
」と「
第
１
回
文

化・レ
ク
活
動
委
員
会
」を
開
催
し
た
。ま
た
、９
月
17
日（
土
）に
は
、ユニ
カ
レ
開
講
中
の
友
愛
の
丘
に
て
、

「
第
１
回
教
育
委
員
会
」を
開
催
し
た
。各
地
本・総
支
部
か
ら
、書
記
長
や
各
担
当
部
長
が
出
席
し
、運

動
の
経
過
と
向
こ
う
１
年
間
の
活
動
方
針
に
つい
て
議
論
を
行
っ
た
。委
員
会
で
は
、各
地
本・総
支
部
の

担
当
役
員
か
ら
積
極
的
な
発
言・質
疑
が
あ
り
、向
こ
う
１
年
間
の
方
針
に
、さ
ら
な
る
補
強
が
さ
れ

た
。昨
年
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
活
動
も
あ
っ
た
が
、J
R
西
労
組
運

動
の
柱
で
あ
る
企
画
提
案
運
動
や
組
織
強
化
を
停
滞
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、知
恵
を
出
し
合
い
工
夫
を

凝
ら
し
た
運
動
を
進
め
て
い
く
。

第
１
回
教
育
委
員
会
、情
宣
、文
化
・レ
ク
活
動 

対
策
委
員
会

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た

　
　
　
　
　

各
種
活
動
に
つ
い
て
議
論
す
る

 第
１
回
組
織
対
策
会
議
の
開
催

大
伴
議
員
と
柿
本
議
員
が

議
会
に
て
地
域
に
お
け
る
鉄
道
や
医
療
の

課
題
に
つ
い
て
訴
え
る
‼

第
１
回
情
宣
委
員
会 

第
１
回
文
化・レ
ク
活
動
委
員
会

第
１
回
教
育
委
員
会

大
伴
長
岡
京
市
議
が

公
共
交
通
事
業
者
へ
の
支
援
を
提
言  

【
京
都
地
本
】　

 

柿
本
広
島
県
議
が
、地
域
公
共
交
通・病
院
統
合

に
つ
い
て
提
言  

【
広
島
地
本
】　

 


